
京都芸術センターでは、公式プログラムとして、フェデリコ・レオ
ン、松根充和が各々手がける日本初演の2作品、現在クリエーショ

ン中の篠田千明による新作を上演します。また併せて、小泉明郎の個展
『CONFESSIONS』を開催します。

京都芸術センター以外の会場でも、国内外のアーティストによる注目作
品、多彩なプログラムを企画しております。京都から世界に発信する舞台芸
術の祭典にぜひ足をお運びください。

アルゼンチンより来日するフェデリコ・レオンは舞台演出家、映画作家、俳
優、作家といくつもの肩書を持つ才人。今回上演する『Las Ideas（アイディア）』
では、アーティストが制作過程で繰り返す試行錯誤、葛藤、ひらめき、自問
自答を描き出します。フェデリコ自身が出演し、舞台上に置かれた卓球台を
作業台に、観客の目の前で共同制作者と新作の構想を巡って対話を重ねま
す。作品のための映像素材を映し出しながら、思いついたアイディアを試す
二人。映像とパフォーマンス、虚構と現実が、さながら卓球のラリーのように
繰り広げられていきます。軽妙な二人のやりとりに笑いつつ、作家の内面と
創作の神秘に触れる作品となっています。

ウィーンを拠点に活躍する松根充和が上演するのは『踊れ、入国したけれ
ば！』。これまでも社会や制度に問いを投げかけるパフォーマンス作品に取
り組んできた松根が実際の出来事から創出した作品です。ある米国籍ダン
サーが、ムスリム系の名前を持つという理由によって、公演のために訪れた
イスラエルの空港で、ダンサーであることの証に踊ることを強いられます。
松根は、国家、民族、宗教に端を発するこの出来事を単に批判するのではな
く、この出来事が意味するもの、そして事件が起きた背景を、自身の経験を
手がかりに、ひも解いていきます。今回の作品に関連して、松根は展覧会『世
界の向こう側へ』も企画し、同会場内で開催します。パフォーマンスを訪れる
観客限定で公開されるこの展覧会では、榎忠、ミヤギフトシ、ムラット・ゴッ
ク等の国内外の作家が「境界線」をテーマに創作した作品を紹介します。

劇団「快
ファイファイ

快」の中心メンバーとして、演出、脚本、企画を手掛け、脱退後バ
ンコクに拠点を移した篠田千明が取り組むのは、「KYOTO EXPERIMENT 
2016 SPRING」にて上演されたマヌエラ・インファンテの戯曲『動物園』。本
作は、原住民を発見した科学者のレクチャーという形式をとりながら、植民
地主義や「人間の展示」という主題を内包しています。篠田はマンハイムで開
催された「Theater der Welt 2014」で本作の上演を鑑賞しました。作品に魅
了された彼女は、マヌエラ自身ともディスカッションを行い、様 な々リサーチ
を重ねながら、戯曲『動物園』を起点に、新たな作品『ZOO』の創出に挑みま
す。マヌエラの『動物園』が、長らく植民地国であったチリの土地の記憶に根
差したものであるのに対し、篠田の『ZOO』は、原作が持つエッセンスを拡大
し、上演芸術にとっての「他者性」に目を向けています。篠田の新たな取り組
みとともに、VR映像を取り入れた舞台美術も見どころの一つ。フェスティバ
ルに相応しく、刺激的で実験的な演劇空間をどうぞお楽しみに。

現代社会を規定する枠組みに問いを投げかける作品が集まった「KYOTO EXPERIMENT」。世界各地
で展開するパフォーミングアーツの「現在」を体験する絶好のチャンスをお見逃しなく。子どもから大人
まで幅広い世代が共に楽しめるプロジェクトも企画しています！ 芝田江梨（アートコーディネーター）

京都から世界へ向けて発信する国際舞台芸術祭「KYOTO EXPERIMENT」。2016年春
に開催した興奮も冷めやらぬこの秋、第7回を迎えます。10月22日より開幕する本フェス
ティバルでは、世界各国から招いたアーティストの多様なプログラムを通して、創造と交
流の実験の場を展開します。

KYOTO EXPERIMENT 京都国際舞台芸術祭2016 AUTUMN
【京都芸術センター内会場プログラム】

フェデリコ・レオン『Las Ideas（アイディア）』
日時： 10月28日（金）20:00、29日（土）14:00☆、30日（日）20:00
会場： 講堂
☆ポストパフォーマンストークあり

松根充和『踊れ、入国したければ！』
日時： 11月3日（木・祝）16:30、4日（金）19:30☆、5日（土）14:00、6日（日）19:30
会場：講堂
☆ポストパフォーマンストークあり

［展覧会］ 『世界の向こう側へ』
※上演前後1時間の間に観覧可能（要公演チケット）

会場： 講堂

篠田千明『ZOO』
日時： 11月11日（金）20:00、12日（土）19:30☆、13日（日）13:30／19:30
☆公演後イベントを予定
会場： 講堂

※各公演チケットは館内で販売中。公演詳細はイベント情報(P2)をご覧ください

［展覧会］
小泉明郎『CONFESSIONS』
会期： 10月28日（金）－11月27日（日）10:00－20:00
※入場無料・会期中無休
会場： ギャラリー北・南
※Topic02(P4)もご覧ください

問合せ：KYOTO EXPERIMENT事務局（平日11:00-19:00）

　TEL：075-213-5839　WEB：www.kyoto-ex.jp
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フェデリコ・レオン『Las Ideas（アイディア）』　Photo by Ignacio Iasparra

松根充和 『踊れ、入国したければ！』
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篠田千明
『ZOO』
Design by Kazuki Takakura
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事前にお申込ください。
チケット窓口でも受け付けます。
※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です（制作支援事業は京都芸術センターチケット
窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外） その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種学生料金は要証明書呈示

★…「ニュイ・ブランシュKYOTO 2016」（10月1日）のプログラムとして開催します

美術

★DOMANI・明日展 PLUS × 京都芸術センター 
−文化庁新進芸術家海外研修制度の成果− 

『ワームホール・トラベル－ゆらぐ時空の旅－』
海外研修を経て国内外で活躍する作家たちが

「旅」をテーマに展示します。 
会期：	９月17日（土）－10月16日（日）

	 10:00－20:00 
		  ※10月1日（土）は22:00まで延長 
会場：	ギャラリー北・南
出展：	宮永愛子、小金沢健人、鬼頭健吾、 
	 長坂有希
※入場無料・会期中無休
主催：	文化庁、京都芸術センター

★『Kyoto Contemporary × Les Ateliers 
de Paris 展覧会』
京都の熟練職人の技と心、そしてパリの最先端
のデザイナー集団とのコラボレーションにより
実現した、革新的なプロダクトの展示。
会期：	10月1日（土）－10月9日（日）12:00－20:00 
		  ※10月1日（土）は22:00まで延長
会場：	和室「明倫」
出展：	西村友禅彫刻店、熊谷聡商店、丸和商業、 

吉羽與兵衛 ほか
主催：	京都市、京都商工会議所
※入場無料、会期中無休

［関連プログラム］

レセプション＋職人によるデモンストレーション
日時：	9月30日（金）16:00－19:00
会場：	和室「明倫」
※入場無料・事前申込不要

対談「インターナショナルコラボレーション：
“境界”の向こうへ」
日時：	10月2日（日）14:00－16:00
会場：	大広間
登壇：	西村武志（西村友禅彫刻店）、林利治（丸和

商業）、新谷由貴代（京都伝統工芸大学校 副

校長）、Karl Mazlo（ジュエリーデザイナー）、
Nelly Saunier（フェザーアーティスト）、西堀
耕太郎（TCI研究所）

※入場無料・事前申込不要

KYOTO EXPERIMENT 2016 AUTUMN
小泉明郎『CONFESSIONS』
独自の語りの様式を用い、演劇的とも評される小
泉明郎の注目作を展示。
会期：	10月28日（金）－11月27日（日）

	 10:00－20:00 ※入場無料・会期中無休
会場：	ギャラリー北・南

[関連プログラム]

告白ワークショップ
自分自身と向き合うためのオリエンテーション
の後、小泉明郎の演出のもと参加者に「告白」を
してもらい、その様子を撮影します。撮影した映
像は、今後の作品に使用されるかもしれません。
日時：	11月6日（日）10:00－18:00
会場：	ミーティングルーム2
申込：	KYOTO EXPERIMENT公式ウェブサイト
	 ［www.kyoto-ex.jp］
※参加無料、要事前申込
※TOPIC02（P4）もご覧ください

伝統

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ
第40回「嵯峨大念佛狂言を知る」
三大念仏狂言の一つである嵯峨大念佛狂言に
ついてのお話をうかがった後、清凉寺で行われ
る秋季公演を見学します。
日時：	10月23日（日）13:00－14:30
会場：	清凉寺(右京区嵯峨) ※仁王門前12:50集合
講師：	加納敬二（嵯峨大念佛狂言保存会 事務局長）

定員：	30名（先着順）
※参加無料、要事前申込
申込方法：9月22日（木・祝）10:00より電話にて

受付開始

明倫茶会

「遠音にさそわれ竹づくし」
日時：	12月11日（日）13:30／15:30
会場：	大広間
席主：	岡田道明（琴古流尺八奏者）

内容：	抹茶とお菓子
定員：	各席40名
料金：	1,000円
※10月1日（土）より申込受付開始（先着順）

音楽

★KAC Performing Arts Program 2016 
/ Music 風水のこえをきく#1
ヤニック・パジェ音楽公演『V

風

ent e
と

t E
水

au』
「声」をフィーチャーしたアンサンブル・コンサート。
日時：	10月1日（土）16:00-17:30
会場：	講堂
料金：	無料
出演：	ヤニック・パジェ（指揮）、デニス・ビシュ

ニャ（バス）、 太田真紀（ソプラノ） ほか
※事前申込可

ダンス

★アーティスト・イン・レジデンス・プログラム2016
A.lter S.essio 『LOSS (solo)』 ＆

『ENSEMBLE - version Kyoto -』
レパートリー作品『LOSS (solo)』と、京都で滞在制
作した『ENSEMBLE - version Kyoto -』を上演。
日時：	10月1日（土）19:30-20:45
会場：	フリースペース
料金：	無料
出演：	A.lter S.essio（ファブリス・プランケット、 《ゆむ》 

高山啓子）、きたまり、福岡まな実
※事前申込可

トークイベント

公益財団法人京都市芸術文化協会
創立35周年記念事業

「京
みやこ

の文化絵巻Ⅱ～The Talk ～」
京都の芸術文化の魅力と展望について語り合う
トークイベント第１弾。
日時：	10月22日（土）14:00
会場：	大広間
料金：	無料
出演：	茂山あきら（狂言師）、森口邦彦（染色家・人間国宝）

定員：	80名（要事前申込／先着順）

K YOTO EXPERIMENT

フェデリコ・レオン『Las Ideas（アイディア）』
映画作家としても活躍するフェデリコ・レオンの、軽妙
洒脱かつ鋭い洞察に満ちた意欲作。演出家とミュー
ジシャンが、新作の構想を巡って対話する。身体、映
像、インターネットなど様 な々メディアの間を、アイディ
アがピンポン玉のように小気味よく飛び交っていく。
日時：	10月28日（金）20:00
	 29日（土）14:00☆

	 30日（日）20:00
		  ☆ポストパフォーマンストークあり
会場：	講堂
料金：	一般前売3,000円／当日3,500円
	 U25・シニア前売2,500円／当日3,000円
	 高校生1,000円（前売・当日共）

	 ペア5,500円（前売のみ）

出演：	フェデリコ・レオン、フリアン・テショ
※18歳未満入場不可
※スペイン語（日本語字幕あり）

松根充和『踊れ、入国したければ！』
ウィーンを拠点に活躍し、自分の身体を使って社会や
制度を撃つようなパフォーマンスを発表している松根
充和による、国籍や民族の境界線を問い返す作品。
日時：11月3日（木・祝）16:30
	 4日（金）19:30☆

	 5日（土）14:00
	 6日（日）19:30
		  ☆ポストパフォーマンストークあり
会場：	講堂
料金：	一般前売2,500円／当日3,000円
	 U25・シニア前売2,000円／当日2,500円
	 高校生以下1,000円（前売・当日共）

	 ペア4,500円（前売のみ）

出演：	松根充和

［展覧会］
『世界の向こう側へ』
※上演前後1時間の間に観覧可能（要公演チケット）

会場：	講堂
参加作家：榎忠、ムラット・ゴック、アルド・ジア

ノッティ、マレーネ・ハウスエッガー、レ
オポルド・ケスラー、ミヤギフトシ、パトリ
シア・リード、ジュン・ヤン

篠田千明『ZOO』
独自のスタイルを貫く演出家篠田千明がチリ発
の先鋭戯曲から紡ぎだす新たな演劇空間。
日時：	11月11日（金）20:00
	 12日（土）19:30☆

	 13日（日）13:30／19:30
		  ☆公演後イベントを予定

会場：	講堂
料金：	一般前売2,500円／当日3,000円
	 U25・シニア前売2,000円／当日2,500円
	 高校生以下1,000円（前売・当日共）

	 ペア4,500円（前売のみ）

出演：	福原冠（範宙遊泳） ほか

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアー
ティストによるワークショップ（参加無料・要事前申込）
※詳細はウェブサイトをご覧ください

てんこもり堂「シェイクスピアを旅する」
日時：	10月1日（土）18:00－21:00
会場：	制作室4
定員：	8名
対象：	シェイクスピアに少しでも興味のある方
※動きやすい服装でお越しください

KIKIKIKIKIKI
「『夜の歌』Aプログラム公開リハーサル」
日時：	10月6日（木）19:30－21:00
会場：	制作室3
定員：	12名
※途中入退場不可

遊劇体「『ありとほし』公開稽古」
日時：	10月8日（土）19:30－21:00
会場：	制作室5
定員：	10名

かなもりゆうこ・やぶくみこ
「『浮音模様』公開リハーサル」
日時：	10月9日（日）13:00－14:00
会場：	制作室10
定員：	20名

トランク企画
「playground 即興で一緒に遊ぼう！！」
日時：	10月13日（木）19:00－21:30
会場：	制作室2
定員：	12名
※動きやすい服装でお越しください

THE ROB CARLTON
「なんてことのない台本を面白くしてみましょう３」
日時：	10月15日（土）14:00－16:00
会場：	制作室2
定員：	10名

コンブリ団「深津戯曲を読む」
日時：	10月18日（火）15:00－17:00
会場：	制作室9
定員：	10名

渡邊守章
「『繻子の靴』について―翻訳の“足取り”」
演劇批評家・渡辺保との対談。
日時：	10月23日（日）14:00－15:30
会場：	ミーティングルーム2
定員：	40名

絃楽合奏団B-one
「マンドリン音楽で聞く西洋と東洋」
日時：	10月23日（日）18:00－19:00
会場：	制作室12
定員：	20名
持物：	上履き

渡邊守章「『繻子の靴』―テクストと演出」
木ノ下歌舞伎主宰・木ノ下裕一との対談。
日時：	10月30日（日）16:00－17:30
会場：	ミーティングルーム2
定員：	40名

発表支援事業（共催事業）

長唄 喜楽会『番外編 長唄VS常磐津節 －長唄
と常磐津節の掛合による作品二題－』
歌舞伎変化舞踊曲『瓢箪鯰』『晒女』の二曲を長 
唄と常磐津節の掛合により演奏します。 
日時：	10月3日（月）開場18:30 開演19:00
会場：	大広間
料金：	3,000円（前売・当日共）

問合せ：杵屋浩基
　E-mail：kineya@hi-rocky.net

中川佳代子
『絲

いと

と声～うたうこと、語ること～』
藤家溪子と藤枝守の二つの新作箏唄。宮沢賢 
治の詩が朗誦される高橋悠治の三絃曲。箏と三 
絃の「絲」で音楽を奏で、体内より生れ出る「声」 
で歌い、語ります。
日時：	10月４日（火）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
曲目：	荒鼠（作者不詳）、月読三歌（藤枝守作曲）、 

きよきなぎさに（藤家溪子作曲）、風がおも 
てで呼んでゐる（高橋悠治作曲）、異類婚 
姻譚（増田真結作曲）

出演：中川佳代子（箏、地唄三絃）

料金：	前売2,500円／当日3,000円
主催・問合せ：中川佳代子 箏・三絃研究室
　TEL：075-394-5012
　E-mail：kayoko_kotokoto@ybb.ne.jp

Baobab第10回本公演ツアー 『靴屑の塔』
「靴」を題材にストリートダンス・コンテンポラリー
ダンス・演劇・音楽の狭間を浮遊した意欲的新作。
日時：	10月7日（金）19:00
	 8日（土）15:00／19:00
	 9日（日）19:00
会場：	講堂
料金：	一般前売2,500円、学生前売2,000円
		  ※当日各500円増
	 ペア割 4,000円
問合せ・予約：Baobab 
　E-mail：baobab.k08@gmail.com

和楽器演奏集団 独楽 京都公演
『冬来たりなば、春遠からじ』
日時：	10月26日（水）開場18:30 開演19:00
会場：	フリースペース
料金：	前売2,500円／当日3,000円
主催・問合せ・予約：有限会社 参　
　TEL：06-6991-6815
　E-mail：koma@aoistudio.jp

制作支援事業

MuDA『MuDA 海男』 
瀬戸内国際芸術祭2016・秋会期にて、波止場
を舞台に新作野外パフォーマンスを発表。作品
は昼夜に渡り一日を通して行なわれる。海男達
の積載行為は、独自のシステム、運動となり、
日没へ向かって儀式的に創出されていく。
日時：	10月9日（日）、10日（月・祝）13:00−19:00
会場：	高見島・浜（香川県多度津町） 
料金：	一般前売1000円／当日1500円
	 小中高生500円（前売・当日共）

	 芸祭パスポート割1300円 ※当日のみ 

主催：瀬戸内国際芸術祭実行委員会

問合せ：瀬戸内国際芸術祭総合インフォメー
ションセンター 
　TEL：087-813-2244
予約：muda.reserve@gmail.com　

かなもりゆうこ・やぶくみこ
『浮音模様　ゆれるおと ふるえるおと』 
やぶくみこ（グンデル）、松澤佑紗（箏）、かなもり
ゆうこ（美術）による音楽と美術の催し。
日時：	10月15日（土）14:00／19:00
	 16日（日）14:00
会場：	ながらの座・座（滋賀県大津市）

料金：	3,000円（お茶付）
		  ※各回定員30名・要予約
問合せ：浮音模様 
　E-mail： ukinemoyou@gmail.com　　

トランク企画 『トランク企画の小さなimpro festa』
即興芝居のいろいろなカタチを、トランク企画
ならではラインナップでお届けします。
日時：	11月4日（金）19:00
	 5日（土）15:00／19:00
	 6日（日）13:00／17:00
会場：	元・立誠小学校 音楽室（中京区）

料金：	一般前売2,000円／当日2,300円
	 学生前売1,500円／当日1,800円
	 リピーター割1,500円
問合せ：トランク企画
　TEL：090-5964-2210（木村）

　E-mail：trunkkikaku@yahoo.co.jp

絃楽合奏団B-one 第12回演奏会
「ゴジラ」のテーマを作曲した伊福部昭の曲など
をマンドリン合奏で演奏。
日時：	11月5日（土）18:30－20:45
会場：	寝屋川市立地域交流センター
	 アルカスホール（大阪府寝屋川市）

料金：	無料
問合せ：絃楽合奏団B-one 
　TEL：070-6680-5412（池上）

　E-mail：bone.concert@gmail.com

チケット取扱：京都芸術センター、大丸京都店、高島
屋京都店、チケットぴあ（Pコード：453-105）

※団体券2,200円（20名以上）は京都芸術セン
ターにて取扱

素謡の会「世うつしの鏡」
日時：	12月14日（水）

	 開場18:30 開演19:00
会場：	大広間（待合：講堂）

演目：	葵上
出演：味方玄、吉浪壽晃、味方健、
	 田茂井廣道 
企画・ナビゲーター：田茂井廣道（能楽師シテ方観世流）

料金：	一般前売1,500円／当日1,800円

ロームシアター京都オープニング事業
五感で感じる和の文化事業
創生劇場『やわらかなかぐら』 
日時：	11月26日（土）

	 受付15:00 開場15:30 開演16:00
会場：	ロームシアター京都
	 サウスホール（左京区）

演出：	杉原邦生 
脚本：	いしいしんじ
出演：	茂山良暢、山口耕道、横山佳世子、森田

真知、田中真之、大駱駝艦、岩下徹 ほか
料金：	一般前売2,500円、U25前売2,000円

高校生以下前売500円（各当日券は500円増）

チケット取扱：京都芸術センター、ロームシアター
京都、チケットぴあ（Pコード：454-017）

第244回 市民狂言会
茂山千作・千五郎、襲名おめでとう！ 公演
日時：	12月2日（金）開場18:30 開演19:00
会場：	京都観世会館（左京区）

演目：	鎌腹、合柿、祐善、伯母ヶ酒
出演：	茂山七五三、あきら、千三郎、
	 千五郎（正邦改メ） ほか
料金：	前売2,500円／当日3,000円

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業
および　印の共催事業・制作支援事業

チケットぴあで取扱いのチケットは、
電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア

（セブン・イレブン、サークルＫサンクス）の専
用端末などからご利用いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp
TEL：0570-02-9999

第3回「藝文京展2017」
今回は書からカリグラフィー、タイポグラ
フィーまで、文字を扱う芸術全般を対象と
します。造形美とオリジナリティの観点か
ら分野横断的に審査します。
募集分野：文字～書からカリグラフィー、
タイポグラフィーまで～
テーマ：白と黒の調和
締切：	11月28日（月）20:00〔必着〕

審査員：味岡伸太郎（美術家、タイポグラファー）、
奥村昭夫（デザイナー）、白井進（書家、

毎日書道展審査会員、京都書道連盟理事

長）、鈴木佳子（デザイナー、京都市立芸

術大学名誉教授）、吉井公林（書家）

応募資格：性別、年齢、国籍、所属、経歴不
問。個人のみ（グループでの応募は不可）

登録料：5,000円
［入選作品展］
会期：	2017年1月15日（日）－2月11日（土・祝）

	 10:00－20:00
会場：	フリースペース 
※詳細はウェブサイトをご覧ください

詳細は京都芸術センターで配布中の
募集要項および応募用紙をご確認
ください。ウェブサイトからもダウン
ロード可。
応募方法：応募用紙に必要事項を記
入の上、必要書類とともに同センター
まで送付または持参（持参の場合は締切
日の20時まで）。

アーティスト・イン・レジデンスプログラム
 −KAC×SDC− コレオグラファー募集
ソウルダンスセンターとのエクスチェンジ
プログラムにて、2017年春にソウルダンス
センターでリサーチ、クリエイションに取り
組むコレオグラファーを募集。 
支援内容：
・	滞在期間中の宿泊場所および制作場所の提供
・	往復の航空券（日本-韓国 間）

・	制作費1,800,000韓国ウォン
締切：	10月23日（日）〔必着〕
 ※詳細はウェブサイトをご覧ください

KAC Trial Program vol.1 DANCE 
～若手振付家による作品創作～新作
プラン募集
若手芸術家が作品を試演をするためのプ
ログラムを始動します。今回は身体表現の
新作プランを募集します。選出された作品
には制作費を支援します。
締切：	10月23日（日）〔必着〕 

応募条件：
・	身体表現の作品であること。
・	現在創作している作品であり、試演会に

おける意見交換を活用し作品を精査する
ことに積極的であること

・	若手作家が主体の創作であること
・	居住地・国籍不問 ほか
選考結果発表：11月初旬 
試演会日時：12月4日（日） ※観覧無料
※詳細はウェブサイトをご覧ください

※Topic01(P1)もご覧ください
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DOMANI・明日展 PLUS × 京都芸術センター －文化庁新進芸術家海外研修制度の成果－ 
『ワームホール・トラベル－ゆらぐ時空の旅－』（9/17－10/16）

公益財団法人京都市芸術文化協会
創立35周年記念事業 「京の文化絵巻Ⅱ～The Talk ～」

五感で感じる和の文化事業 月イチ☆古典芸能シリーズ
第40回「嵯峨大念佛狂言を知る」

ニュイ・ブランシュ
★

KYOTO EXPERIMENT
フェデリコ・レオン

『Las Ideas（アイディア）』

KYOTO EXPERIMENT 2016 AUTUMN
小泉明郎『CONFESSIONS』（10/28－11/27）

★

『Kyoto Contemporary × Les Ateliers de Paris 展覧会』
★

★

★

『Kyoto Contemporary × Les Ateliers de Paris 展覧会』
［関連プログラム］対談「職人と海外デザイナーとの協働」

KAC Performing Arts Program 2016 / Music  風水のこえをきく#1
ヤニック・パジェ音楽公演『Vent et Eau』
アーティスト・イン・レジデンス・プログラム2016
A.lter S.essio 『LOSS (solo)』 ＆ 『ENSEMBLE - version Kyoto -』

［明倫WS］てんこもり堂
「シェイクスピアを旅する」

［共催］長唄 喜楽会『番外編 長唄VS常磐津節
－長唄と常磐津節の掛合による作品二題－』

［共催］中川佳代子 『絲（いと）と声～うたうこと、語ること～』

［共催］和楽器演奏集団 独楽 京都公演
『冬来たりなば、春遠からじ』

［明倫WS］遊劇体「『ありとほし』公開稽古」

［明倫WS］KIKIKIKIKIKI 「『夜の歌』Aプログラム公開リハーサル」 ［明倫WS］トランク企画 「playground 即興で一緒に遊ぼう！！」

［明倫WS］かなもりゆうこ・やぶくみこ 「『浮音模様』公開リハーサル」

［明倫WS］渡邊守章 「『繻子の靴』について—翻訳の“足取り”」

［明倫WS］渡邊守章「『繻子の靴』—テクストと演出」

［明倫WS］コンブリ団「深津戯曲を読む」

［明倫WS］THE ROB CARLTON
「なんてことのない台本を面白くしてみましょう３」

［共催］Baobab第10回本公演ツアー 『靴屑の塔』

［明倫WS］絃楽合奏団B-one 「マンドリン音楽で聞く西洋と東洋」

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 2726
thu thu fri sat sun monfrisunthu thusatfri fri

30 312928
sun tue tuemon monmonsuntue wed wed wed wedtuemonsat sat sunsat

京都を拠点に活動するダンスカンパニー、Monochrome 

Circusの「アンサブルプレイ」（『endless』『グランド・ホテル～

dance in the building』の２本立て）がアトリエ劇研で上演と

の由、トロトロの太陽の下、私は下鴨へ向かった。

一本目『endless』は3・11以降の価値観の揺らぎを見

つめ直す坂本公成+森裕子によるデュエット作品（ホーム

ページから引用）。何もない空間を囲うように「鑑賞者」が円

になって座り、幕が上がると、暗闇の中、機械音をフュー

チャーした不穏な音楽が鳴り響く。舞台中央が少しずつ

明るくなっていき、何かが蠢いているのが見えてくる。さ

子ども向けの音楽教育プログラムをよく見かけるよ

うになった。最近では、指揮者と奏者全員がウサギや

トラなどの動物に扮する楽団「ズーラシアンブラス（及び

フィールハーモニー管弦楽団）」が人気を呼んでいる。アウ

トリーチ教育の専門家、津上智実によると、子どもを対

象としたコンサートは古くからあるものの、特に2000年

以降、急速な増加傾向にあるという（『わからない音楽なん

てない』アルテスパブリッシング）。

2012年に始まった「子どものための『音楽のトビラ』」

もこうした流れと重なり合う。5回目を迎えた『音楽の

トビラ』は、演奏者および企画者によるユニークなア

イディアが詰まった手作りの公演だ。今回のテーマは

「チェロとピアノの技」について。それぞれのテクニッ

クを競い合いながら二つの楽器の持ち味を生かした作

品を聴く、という構成になっている。演奏は、実力、人

気ともに日本を代表するチェロ奏者の古川展生とピア

ニストの菊池洋子によるもので、音楽通の大人も十分

に楽しめる、充実した内容だ。

バッハ「無伴奏チェロ組曲」、サン＝サーンス「動物の

謝肉祭」、ポッパー「ハンガリー狂詩曲」、ショパン「エ

チュード」、リスト「ラ・カンパネッラ」、ピアソラ「リベ

街や公共空間の光景にシュールなイメージが起ち上

がるスナップ写真を撮っていた金川が、2008年から自

身の父親を題材とし撮り続けているのが「father」だ。蒸

発をくり返し、自分にも他人にも興味を持たず、何もない

人間になることを望む父親。本展ではそんな父親のポー

トレートを中心とした写真パネルと、金川が依頼して毎

日撮り続けてもらっているという父親のセルフポートレー

トのぶ厚い冊子が展示された。

父親が汗にも涙にも見えるしずくを顔面に帯びた

写真がある。写真集の巻末の日記によると、金川が顔

面に霧吹きで水を吹きかけたものだ。死を迎える人の

ように布団に寝ている写真、内面の空白を表すような

家具の一切ない部屋で父親が佇む写真、それらも金

川が父親にポーズを指示し構図にはめ込んだものだ。

もちろん写真作品の完成度ゆえであるが、撮影の状

況を知ってますます、見られている自分に全く関心の

ない被写体はかくも魅力的なものか、と改めて魅入

る。近代写真が世界のリアリティを捉える方法を模索

してきた歴史だとしたら、それは一方で「ありのまま」

の不可能性、現前する世界や現実が人工であるとい

う事実を受入れる歴史であったとも言える。奇しくも、

インターネット上に流れる大量の情報によって理想や

欲望、あるいは欺瞞に満ちた世界のイメージが個人

Monochrome Circus『アンサンブルプレイ』
8月18日（木）−21日（日）
アトリエ劇研（左京区）

子どものための『音楽のトビラ』
―聴いてびっくり！見てびっくり！ チェロとピアノの
“技あり”対決―
7月26日（火）

京都コンサートホール（左京区）

金川晋吾 写真展『father』
7月13日（水）−7月24日（日）

galleryMain（下京区）

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　10 / 1 ▲ 10 / 31

図書室休室日：10月31日（月）

鑑賞者の役割

子どもに伝えたい
音楽の「技」

父親という他者との
関係を発明する

ダンス

音楽 美術

ピンク地底人3号

筒井はる香 内山幸子

らに明るくなるとそれは手と足を重ねグニャグニャと動い

ている二人のダンサーであることがわかる。それは何か

が生まれてくる前の混沌のようにも見えるし、何かが崩壊

する風景のようにも見える。たぶん受けとる印象は「鑑賞

者」によって様々だろう。

小劇場で円形舞台を成立させるのはとても難しい。とい

うのも円形にしてしまうとどれだけ客席照明を落としても

舞台明かりが漏れて反対側の「鑑賞者」の顔とリアクショ

ンが目に入り、目の前で起きていることに集中することが

困難なためだ。しかし今作においては「鑑賞者」が見える

こと、それこそが重要な役割を果たしていたように思う。

舞台で起きていることを食い入るように見つめる「鑑賞

者」の視線、あるいは無関心。舞台で何かを描くだけでは

なく、それに対する「鑑賞者」の態度も作品に含めることは

３・１１以降の世界の描き方として極めて真っ当だと思う。

「鑑賞者」を舞台に取り込む趣向は二本目の『グランド

ホテル～』でも取り入れられている。こちらは客席がなく

オールスタンディング。床には幾つかの長い棒が置かれ

ている。またそれと同じ棒で作られた巨大な四角い枠が

劇場空間を二つに分けている。立ちながら開演を待って

いると何人かのパフォーマーらしき人が民族楽器で音を

出しながら「鑑賞者」たちの間を縫うように歩いている。さ

らにどうやら「鑑賞者」のふりをしている「パフォーマー」

もいるようだ。たちまち我々は誰が「鑑賞者」で「パフォー

マー」なのかわからなくなる。つまり我々は場内に入った

瞬間、『endless』同様、この作品の一部になっていたと

いうわけだ。ただ『endless』では我々は一切動かず座っ

ている、つまり美術の役割が強い一方で、見る場所を動

き回る自由を与えられている『グランドホテル～』におけ

る「鑑賞者」の役割はむしろ「パフォーマー」に近く、「パ

フォーマー」も他の「パフォーマー」を鑑賞する点を考慮す

れば、彼らは「鑑賞者」に近い「パフォーマー」とも言える。

「鑑賞者」と「パフォーマー」の関係性を相対化するこの

趣向は2000年代以降ポストモダンの中で生まれ流行し

たものだが、今や流行りを超えて一種のスタンダードに

さえなっている。果たして『グランドホテル～』はそれ以

上のものを見せてくれるのか？　

しばらくするとピンク色の淡い照明がつき始め、舞台

は楽器の音も相まって異国のエキゾチックなストリートの

様相を醸し出す。やがて「パフォーマー」たちが踊り、棒を

使って儀式めいたことを始める。この時、私は本当に日本

ではなくどこか別の場所にいるような錯覚を覚えた。そし

てなぜ場内整理の女性がスチュワーデスの格好をしてい

るのか理解した。これは劇場という異国に「鑑賞者」の身

体ごと連れていこうという試みなのだ。これだけでも素晴

らしいのだが、この作品はさらなる展開を見せる。中盤、

10数人の男女が劇場の一つの壁に集まってくる。そして

その壁は四角い枠で区切られている。我々はそこでなん

と四角い枠の向こうのパフォーマンスを見せられるのだ。

これは我 「々鑑賞者」が「鑑賞者」と「パフォーマー」の

境界を曖昧にする趣向に取り込まれたのち、再び、「鑑

賞者」と「パフォーマー」の線引きに立ち会うということ意

味している。相対化されたものを再び相対化する。『グ

ランドホテル～』が極めて優れているのはこの点にあり、

このような形の劇中劇を私は見たことがない、私はすっ

かり感動してしまったのである。 （8月20日の回鑑賞）

ルタンゴ」など全11曲が演奏された。企画ものだから

こそ、映える曲もあった。例えば、人差し指だけで右

手パートを演奏するモーツァルトの「バターつきパン」。

「正しい指使い」に躍起になる教師に「一本でも弾ける

よ！」といたずらっぽく笑うモーツァルトが目に浮かぶ

ユーモラスな小品だ。ワイルド編曲の「白鳥の湖」では

「４羽の白鳥の踊り」の指の動きがバレエダンサーの脚

の動きと似ているという奏者自身の解説も面白かった。

このように、音楽の「トビラ」を開いてくれた面もあっ

たが、公演全体の印象としては、普段の演奏会と大差

ないように感じられた。欲を言えば、技の一部や特徴

的なメロディやリズムを取り出して弾いてみせるなど、

作品への理解を促すような演出があってもよかった。た

だ、今回のように技巧的に難易度の高いレパートリー

が続き、演奏者に極度の集中力が強いられる場合、彼

らに代わって進行する人物が必要だと感じた。

気になったことは、「技」の捉え方である。曲目や進

行の様子を見る限り、「技とは、速くて難しい箇所を間

違わずに弾くこと」のように感じられる節があった。音

楽の技とは、そればかりを目指すものではない。シン

プルな旋律をあたかも歌っているかのように弾き、人

の心を慰めることができることも、子どもに伝えるべき

大切な技ではないか。

に流入し、抵抗するように「ありのまま」が強調される

昨今だが、そんなヒューマニスティックなストーリーに

回収されることを回避し、ポーズ写真によって「ありの

まま」を欺き、何もない存在を望む父親という人間の

わからなさを捉えようとする金川の手法は軽妙であ

り、ありのままの世界への飽くなき好奇心を感じる。

ここで、文化人類学という自分が暮らしていない社

会で生きる他者を調査し、しばしば写真を用いて人間

を思考してきた学問のことを思い出す。さて我々はこ

の現代で同じ社会、同じ町に暮らす人々のことをわか

り、想像できているだろうか？ ましてや同じ家で暮ら

す家族や隣人同士ですら、わかり合うことが困難と

なって連帯を失い、人々が孤立し、個々のゆらぎを受

け止める社会基盤は失われつつあるようだ。金川は、

写真とは根源的に他者としてあるということを、肉親

を被写体としてリテラルに実践する。カメラを介すこ

とで、日本の社会制度における家族という既成概念

や家族間の記憶、経験といった数々のフィルターをひ

とつずつ剥ぎ取り父親という被写体を凝視している。

そんな被写体との撮る・撮られるという関係を、何に

も関心を持たないゆえに何事も拒絶しない父によっ

て自分の写真は許されているのだと語る。金川と父親

との関係の、発明の証のような展覧会だった。

ぴんくちていじんさんごう／演出家●毎月30日にピンク地底人がどこ
かで出没する「まいごの地底人」という企画をやってます。年末までやっ
てますので是非WEBでチェックしてみてください。

つつい はるか／同志社女子大学非常勤講師ほか●フォルテピアノの
打弦素材の変遷について調査しています。19世紀は、ピアノの音に対す
る美意識が大きく変化した劇的な時代だったと感じています。

うちやま さちこ／アートマネージャー●光州ビエンナーレ2016にメキシコ
滞在中にインタビューしたCráter Invertidoが参加しているので見に行きま
す。プロジェクトごとにコミュニティを作り、ドローイングセッションと対話を
行ないながら協働作業を立ち上げるおもしろいアーティストです。

金川晋吾 《father》 2009

©増田写真館

撮影：kim sajik
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独自の語りの様式を用い、演劇的とも評され

る映像作品を制作する小泉明郎。「KYOTO 

EXPERIMENT 2016 AUTUMN」公式プログラムと

して開催する本展『CONFESSIONS』では、「告白」を

テーマに選出した小泉の近作を展示します。

今回出展するのは、第二次世界大戦の日本兵のトラ

ウマに関する証言を再現する《忘却の地にて》と、匿名

の人 が々各 の々心の奥底の思いを露わにする《最後の

詩》の二作品。いずれの作品も、自己のアイデンティティ

を担保するはずの記憶や感情が他者へと転移していき、

それらの所在が曖昧になっていく感覚をもたらします。

多くの小泉の作品では、登場人物の演技と、それに

対する小泉本人の指示出しのような演劇的状況を、そ

のままカメラに収めることが常套手段として用いられ

ています。しかし、与えられた設定以上の何かが登場

人物に憑依し、演技という枠を越え出る瞬間、異様な

心理劇へと変化していきます。その意味で小泉の作

品は、映像という「メディア＝霊媒」による口寄せの儀

式であるといってもいいでしょう。とりわけ今回出展す

る二作品は、声を別の身体に憑依させることでリアリ

ティを増幅させる性格が強いように思われます。

「告白」とは、愛の告白のような個人的な感情を吐

露するだけではなく、時として秘められた真実を公に

作品の制作に必要なプロセスと、そのために必要な場は作家に
より様々です。しかし作品は、必ずしも特定の作家や集団の内

部のみで形作られるばかりでなく、それを観る観客、上演されてゆく
社会と密接に関係しています。

京都芸術センターでは、今年度、若手芸術家が作品を試演するた
めのプログラム【KAC TRIAL PROGRAM】を始動します。創作過程を

「試演」というかたちで公開し、観客とともに精査することで、それぞ
れの作家が作品にとって必要な強度と方法を選び抜き、より充実した
作品がうまれていくことを目指しています。

今年度はその第一弾として、ダンス（身体表現）を取りあげます。公
募によりプランを募集し、10月末の選考を経て３～６作品（予定）を採択
します。採択作品には試演会にて作品を上演していただくとともに、
制作補助費、試演会にかかわる広報、作品への批評執筆（執筆者は京

都芸術センターが選定）などを提供し、創作を支援します。
現在、コンテンポラリーダンスという言葉には無数の多様な踊りが

内包されています。それぞれの踊りは、環境、メディア、現象と記述、
歴史とその伝承、個別性と集団性、認知とその外側など、実に多様な
課題が追及されています。作家たちが感じ取った別々の問題意識や
志向性が共存するなか、個々の踊りは、その表現にふさわしい動きや
身体を、どのように見出し、育てていくことができるのでしょうか。そし
てそれを観るわたしたちは、身体による表現の先に、何に魅了され、

することで安定した現状の拠りどころを不確実なもの

に変えてしまうような危険を孕んだ社会的行為でもあ

ります。小泉は、「告白」という語りの形式が呼び込ん

でしまう「過剰なもの」を浮き彫りにしながら、誰によっ

て、何が、語られ得るのか／語られ得ないのか―ま

たそのことは観る者にとってどのような意味を持つの

か―を問いかけます。

どのような可能性を感じ取ることができるのでしょうか。
応募者の居住地、国籍は不問。関西圏の作家は勿論のこと、様 な々

地域や文脈から生まれた作品プランを歓迎します。また今回の公募で
は、完成された作品であることよりも、試演の機会を積極的に求める作
品であることを期待しています。試演会で得られた様 な々意見を、作品
の成長に繋げていく意欲のある若手作家の応募をお待ちしています。

第1回の試演会は12月4日（日）を予定。採択された作品の上演はも
ちろん、観客のみなさんから意見を伺い、共有するプログラムも計画
中です。また、来年度以降も、京都芸術センターでは作家が新たな作
品をプレゼンテーションし、観客との意見交換を経て、作品をアップ
デートしていくための場を設計していきます。今回のダンス（身体表現）

はその先行プログラムであり、将来的には演劇や音楽、美術、伝統
芸能など、多様なジャンルにかかわる試演の場を育てていくことを計
画しています。

試演会には作り手は勿論、成長途上の作品たちを楽しみ、はぐくむ
観客のみなさんも必要不可欠です。新たなアイディア、新たな表現の
芽吹く瞬間を、ぜひご期待ください。
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小泉明郎 『CONFESSIONS』

ダンスはコミュニティや特定の場所、社会の状況を反映するものであると同時に、思いもよらない
人間の可能性を突き付けてくるものでもあります。上演を「いい」「わるい」で評価するだけでなく、
現在の尺度を超えた作品の可能性や、未来を想像することが、試演会の醍醐味です。荒削りで
も、誰も想像したことすらない発想や、とんでもない野蛮さに満ちた踊りを心待ちにしています。

谷竜一（アートコーディネーター）
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KYOTO EXPERIMENT 2016 AUTUMN

KAC TRIAL PROGRAM
Vol.1 DANCE ～若手振付家による作品創作～　試演作品募集

関連企画として実施する怪しさ満点の「告白ワークショップ」。自分自身
と向き合うことは、自分を肯定することでもあります。実は、小泉さん
が長らく温めてきたアイディアで、それがはじめて実現するのが今回で
す。現在、小泉さんとともに講師を務めるゲストを検討中。詳細はウェ
ブサイトで後日発表します。 古川真宏（アートコーディネーター）

《忘却の地にて》2スクリーン・ビデオ・インスタレーション、絵葉書、2015
Image courtesy of the artist & Annet Gelink Gallery (Amsterdam), MUJIN-TO Production (Tokyo)

《最後の詩》2スクリーン・ビデオ・インスタレーション、2013
「未完風景」Palazzetto Tito、Bevilacqua La Masa 財団、ヴェネチア、2013 展示風景
写真提供：国際交流基金│撮影：木奥惠三
Image courtesy of the artist & Annet Gelink Gallery (Amsterdam), MUJIN-TO Production (Tokyo)

小泉明郎 （こいずみ めいろう）

国際基督教大学卒業後、ロンドンのチェルシー・カレッジにて映像を
学ぶ。2001年にベックス・フューチャー学生部門大賞受賞。2003年に
茨城県アーカス・スタジオに半年間滞在。2005年、文化庁新進芸術家
海外留学制度より助成を受け、オランダ国立芸術アカデミー（ライクスア

カデミー・ファン・ベールデンデ・クンステン）に2年間滞在。2012年には上毛
芸術文化賞を受賞。最近の個展に『空気』（無人島プロダクション、東京、

2016）、『捕われた声は静寂の夢を見る』（アーツ前橋、2015）など。近年の
グループ展に『「境界」高山明＋小泉明郎展』（銀座メゾンエルメス フォーラ

ム、2015）、『Ten Million Rooms of Yearning: Sex in Hong Kong』（パ

ラサイト、香港、2014）、『深圳ビエンナーレ』（深圳、中国、2014）、『Affekte』
（クンストパレス・エアランゲン、ドイツ、2014）など。

PROFILE

※イベント情報（P2）もご覧ください

KAC TRIAL PROGRAM Vol.1 DANCE
～若手振付家による作品創作～  募集要項

【応募条件】
・ ダンス（もしくは身体表現）の作品であり、試演の機会を求める作品であること
・ 12月4日（日）の試演会において、30分以内を目安に上演可能であること
・ 試演会における意見交換の機会を活用し、作品を精査することに積

極的であること
・ 主たる作家が、今後も継続して作品を発表していく意欲のある若手

芸術家であること
・ 居住地・国籍不問

【支援内容】
選出された作品には、京都芸術センターより以下の内容を支援します。
・ 試演会（於：京都芸術センター）での上演機会、付帯する簡易な音響照明
・ 作品制作補助費（3万円程度・選出作品数により変動します）

・ 試演会における写真、ビデオによる記録撮影
・ 試演作品への批評（執筆者はセンターが公募のうえ選出）

・ 試演会にかかわる広報

【選考スケジュール】
応募受付：2016年9月1日（木）～10月23日（日）20:00 ※必着

選考：10月末の選考により、数組（3～6組程度）を選出
選考結果通知：11月初旬に応募者全員に通知

詳細はウェブサイトをご覧ください。
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter


